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＜連絡事項＞

· 昨日の地震により停電あり。本日の外来は通常どおり実施。外来患者の安否は山田PSWが確認中。青陽館利用者は、晴山美智子様を除き91名の安全確認済み。

＜外来通院患者情報＞

倉舘　俊照様～3/30受診。72歳、アルコール性精神病。平成23年3月20日退院後初外来。デイサービス利用し、過ごしていた。飲酒はしていないとの事。胸のＩＶＨチューブは1ヶ月に1度南部病院で消毒していたとの事。今後も南部病院で行なうよう指示ある。

大山　喜市様～4/4受診。新患、79歳、アルツハイマー型認知症。田中医院（五戸）からの情報提供書持参。同院へアルツハイマー型認知症、高血圧症の治療目的にて通院中。平成20年頃に妻が死去した後、抑うつ感・不安感・孤独感等の症状が強まり活動性が低下。平成22年には症状が強まり「死にたい」等訴え、家族へ粗暴行為に至ることがあり、精神科での治療および入院治療を希望し初診。頭部CT・心理検査（HDS-R）実施。家では、出された薬を飲まないとの事でご家族は入院を希望。4/5当院入院となる。

鎌田　はる様～4/5受診。新患、83歳、アルツハイマー型認知症疑い。平成17年頃より、財布等の置き場所を忘れる等の記憶障害が徐々に進行。平成21年8月頃より上記症状が増悪。西北中央病院精神科を受診、両側側頭葉に萎縮がみとめられ、アルツハイマー型認知症との診断。八戸市へ転居となったことから、家族が近隣での入院治療を希望にて初診。採血・心理検査（HDS-R・MMS）実施。今後当院にて治療・処方開始していくこととなる。

澤山　キエ様～4/6受診。新患、82歳、神経症。大野診療所（洋野町）からの情報提供書持参。平成23年3月中旬頃より、過呼吸発作が頻回に起こるようになり、4月5日県立久慈病院呼吸器内科を受診したところ、内科的には問題なく、精神科の受診を勧められたとの事で初診。心理検査・頭部ＣＴ・心電図実施。抗うつ薬処方となる。

高田　マキ様～デイケア利用について担当医と相談し、4/13（水）10：00から見学実施の許可あり。

関　　秀治様～現在掃除のアルバイト（パンション）を行なっているが、雇用主の経済的事情により、今月いっぱいの契約となっている。本人、5月以降はデイケア通所を主に、うみねこ幸房の利用も考えているとのことで、今後について青明舎と相談していく予定。

八木橋牧雄様～野田村の親戚・家族について、保護者の兄様は未だ安否は確認されず、母親様と甥家族は避難者として名前が新聞に掲載されていたとのこと。保護者の兄と連絡が取れないため、貯金が無くなったら、姉に連絡をして当面生活費を援助してもらうつもりだと話されている。現在、うつ病の診断で障害年金を申請しているが、生活保護に切り替えていく方向であり、青明舎が主体となって動いている。

中村　鶴子様～川端Drからの指示にて、デイケア通所時に体重測定を行なうようにとのこと。現在体重54.4kg、姉にも「痩せすぎ」と言われていると本人話す。担当医に指摘されてから食事量を多くしているとのことだが、体重は減少しているとのこと。食事内容、体重の確認を行なっていく。

久保　興介様～来週からうみねこ幸房利用日を増やすとの事で、火・水・木の週3回利用となる。デイケア利用は週2回（月・金）と変化なし。

＜業務改善＞

· 医事の請求間違いがある為、請求の間違いがあった場合は事故報告書を提出して、正確な業務への意識を高めていく。

· 医事請求の領収書明細について、請求内容が明確に患者様にもわかりやすく記載されるように検討していく。

· 外来通院予約者が診察を受けていない場合について、対応方法やルートが明確に設定されていない。⇒部署ミーティングの場で、詳細を検討していく。

· 外来通院患者に対して、個別のケアプラン（目標）を作成していく。ケアプランを立案することで、患者様への対応方法や個別性が明確になると思われる。

